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第
五
章
東
欧
革
命
の
日
本
的
受
容

世
界
史
の
な
か
の
東
欧
革
命

一
九
八
九
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
始
ま
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス
画
ヴ
ァ
キ
ァ
、
ル
ー

マ
ニ
ア
へ
と
広
が
っ
た
、
共
産
主
義
政
党
に
よ
る
一
党
独
裁
体
制
を
打
倒
し
、
民
主
化
を
達
成
し
た
大
衆
的
政
治
変
革

は
、
世
界
史
的
意
味
を
有
し
、
国
際
関
係
を
ゆ
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
政
治
的
自
由
と
民
主
主
義
の
生
命
力
を
示
し
、
「
ペ
ル
リ
ン
の
壁
」
を
崩
壊
さ
せ
、
東
西
冷
戦
を
終
焉
に

導
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
新
た
な
秩
序
を
創
出
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
現
実
化
の
条
件
で
あ
っ
た
ゴ
ル
・
ハ
チ
ョ
フ
の
ペ
レ

ス
ト
ロ
イ
カ
に
反
作
用
し
、
ソ
連
に
も
、
複
数
政
党
制
と
民
族
自
立
の
巡
動
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
現
存
す
る
社

会
主
義
．
共
産
主
蕊
運
動
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
の
政
変
や
ァ
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鰯

、
西
欧
革
命
に
匹
敵
す
る

そ
れ
は
、
初
期
社
会
主
義
思
想
の
な
か
に
発
芽
し
、
一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
な
か
に
マ
ル
ク
ス
が
見

い
だ
し
た
、
「
国
家
権
力
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
の
一
階
梯
で
あ
り
、
多
国
籍
企
業
主
導
の
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
、
核
の
脅
威
と
生
態
系
危
機
を
は
ら
ぷ
つ
つ
地
球
的
規
模
で
進
行
す
る
、
『
世
界
市
民
』
に
よ
る
「
永
統

民
主
主
義
革
命
」
の
一
環
で
あ
る
。
」

同
年
七
月
に
刊
行
し
た
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
」
（
教
育
史
料
出
版
会
）
の
な
か
で
は
、
こ
の
歴

史
的
事
臘
を
解
価
す
る
う
え
で
の
理
論
的
・
思
想
的
論
点
を
、
次
の
三
点
に
し
ぼ
り
こ
ん
だ
。

「
①
か
の
事
態
は
、
『
革
命
」
で
あ
っ
た
の
か
、
『
改
革
」
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
『
反
革
命
」
で
あ
っ
た
の

と革命」

味する。
そ
れ
は
、
一
九
一
九
年
に
レ
ー
ニ
ン
ら
が
創
設
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
主
義
政
党
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
Ⅱ
一
枚
岩
主
義
的
前
衛
党
支
配
」
を
打
倒
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
一
七
年
の
レ
ー
ニ
ン
『
国
家

と
革
命
」
お
よ
び
ロ
シ
ア
革
命
そ
の
も
の
に
起
源
を
も
つ
、
「
国
家
主
義
的
社
会
主
義
」
の
歴
史
的
崩
壊
の
開
始
を
意

私
に
と
っ
て
の
東
欧
革
命

私
は
、
こ
れ
ら
の
政
治
変
動
の
歴
史
的
意
義
を
、
一
九
九
○
年
三
月
に
日
本
で
刊
行
し
た
「
東
欧
革
命
と
社
会
主

義
』
（
花
伝
社
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
た
。

．
九
八
九
年
、
東
欧
現
存
社
会
主
義
諸
国
に
連
鎖
的
に
生
起
し
た
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
円
卓
会
議
」
型
の
政
治
革
命

は
、
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
基
本
理
念
を
、
二
百
年
後
の
テ
レ
ビ
時
代
に
再
生
し
た
「
民
主
主
義
革
命
』
で

あ
り
、
ふ
つ
う
の
民
衆
を
主
人
公
と
し
た
歴
史
的
な
「
市
民
革
命
」
で
あ
る
。
そ
の
規
模
と
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
一
八
四 坤凹脚

フ
リ
ヵ
社
会
主
義
の
民
主
化
を
導
き
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
左
翼
民
主
党
へ
の
転
身
を
決
定
的
に
し
た
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
に
帰
結
し
安
定
す
る
か
は
、
一
年
以
上
を
経
た
今
日
で
も
、
確
定
は
で
き
な
い
。
政
治

革
命
は
達
成
さ
れ
た
が
、
社
会
革
命
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
ド
イ
ツ
は
す
で
に
西
ド
イ
ツ
に
併

合
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ル
ー
百
一
ア
な
ど
は
、
市
場
経
済
と
株
式
会
社
制

度
の
導
入
へ
と
向
か
っ
た
。
経
済
危
機
と
民
族
問
題
に
苦
し
む
ソ
連
も
、
西
側
資
本
の
援
助
に
依
存
し
、
資
本
主
義
世

界
シ
ス
テ
ム
に
再
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

一
九
一
七
年
に
始
ま
る
現
存
社
会
主
義
の
体
制
は
、
中
国
・
・
ヘ
ト
ナ
ム
・
北
朝
鮮
・
キ
ュ
ー
．
ハ
を
除
い
て
、
確
実
に

衰
退
期
に
入
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
創
設
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
一
九
一
九
～
四
三
年
）
に
起
源
を
持
つ
国
際
共
産
主
蕊
運
動

は
、
解
体
と
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
。
社
会
主
装
・
共
産
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
合
力
が
摩
滅
し
、
そ
れ
と
の
対
照

で
、
民
主
主
畿
や
自
由
主
義
ば
か
り
で
な
く
、
市
掲
原
理
か
ら
資
本
主
装
さ
え
も
が
、
相
対
的
に
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ

を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

②
そ
こ
で
崩
壊
し
た
『
ソ
連
型
社
会
主
戦
」
と
は
、
更
タ
ー
リ
ン
の
誤
り
』
に
よ
る
も
の
か
、
『
レ
ー
｜
一
ソ
起

源
』
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
弓
ル
ク
ス
主
鍍
の
破
産
」
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？

③
そ
れ
は
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
？
『
賢
本
主
銭
・
自
由
主
装
へ
の
復
帰
』
で
あ
る
の
か
、

『
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
再
生
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
『
第
三
の
道
』
で
あ
る
の
か
？
」

小
鎗
は
、
主
と
し
て
欧
米
の
鋭
者
を
想
定
し
て
、
私
の
こ
の
評
価
を
含
む
日
本
に
お
け
る
東
欧
革
命
の
受
容
の
仕
方
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国
の
「
保
守
革
命
」
に
つ
ｌ

の
存
在
自
体
は
否
定
で
き
の

ル
ノ
ェ
ス
ク
独
戦
力
残
さ
れ
て
０
．
九
の
九
厚
函
騨
異
壷
崗
］
温
口
闇
届
霊
「
世
界
』
酪
時

墹

刊

「

東

欧

革

の

初
め
て
の
般
教
凸
演
醜
て
「
東
一

革
命
」
に
つ
も
世
界
伽
勃
の
新
時
代
の
始
登
Ｉ
ロ
ッ
軍
縮
の
具
体
的
提
案
を
行

東
欧
革
命
の
世
界
的
反
響

一
九
八
九
年
一
二
月
初
め
、
西
ド
イ
ツ
「
ツ
ァ
イ
ト
」
紙
主
催
の
長
大
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
九
八
九
年
東
欧
革
命

の
原
因
と
結
果
」
の
冒
頭
、
司
会
を
勤
め
た
ラ
ル
フ
・
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
）
は
、
①
民

主
主
義
、
②
市
場
、
③
多
元
主
義
の
概
念
を
主
題
と
し
た
．
九
八
九
年
の
革
命
」
か
ら
「
ポ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」

を
ひ
き
だ
し
う
る
か
、
と
問
い
か
け
た
。
こ
の
問
い
か
け
に
答
え
て
肘
鎗
に
加
わ
っ
た
の
は
、
ダ
一
三
ル
・
ベ
ル
（
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（
元
ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
）
、
ヴ
ィ
リ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
（
元
西

独
首
相
）
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
・
●
、
ツ
ト
（
同
）
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ッ
ゼ
ッ
ヵ
Ｉ
（
西
独
大
統
領
）
、
イ

ー
リ
ン
ク
・
フ
ェ
ッ
チ
ャ
ー
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
教
授
）
、
オ
レ
ー
ク
・
ポ
ゴ
モ
ロ
フ
（
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
社

会
主
義
世
界
経
済
研
究
所
所
長
）
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
会
ル
・
モ
ン
ド
」
凝
集
長
）
、
セ
レ
ジ
オ
・
セ
グ
レ
（
イ

タ
リ
ア
共
産
党
執
行
部
員
）
、
シ
ュ
ル
ー
ウ
ー
ロ
ブ
・
フ
ェ
ル
ト
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
蔵
大
臣
）
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ク
チ
ン

ス
キ
ー
（
東
独
・
経
済
史
家
）
ら
、
欧
米
の
知
性
を
代
表
す
る
二
五
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
東
独
マ
ル
ク
ス
主
義
の
重
鎮
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
象
が
、
「
反
革
命
」
と
ま
で
は
言
わ
な
か
っ
た
も
の

を
、
第
一
に
、
日
本
に
お
け
る
「
革
命
」
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
わ
り
で
、
第
二
に
、
政
党
政
治
と
の
関
わ
り
で
、
第
三
に
、

知
識
人
や
企
業
人
、
民
衆
の
反
応
と
の
関
わ
り
で
検
肘
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

錘手金叩」
った。ポ

ー
ラ
ン
ド
で
は
「
自
制
的
革
命
」
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
「
静
か
な
る
革
命
」
、
東
ド
イ
ツ
で
「
人
民
革
命
」
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
「
ビ
ロ
ー
ド
の
革
命
」
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
「
反
共
産
主
装
革
命
」
‘
ソ
連
で
さ
え
「
第
二
革
命
」
や

「
ゴ
ル
．
ハ
チ
ョ
プ
革
命
」
と
呼
ば
れ
た
一
連
の
変
動
を
、
「
東
欧
革
命
」
．
九
八
九
年
革
命
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
世
界
の
多
く
の
人
々
は
、
そ
の
価
値
的
評
価
は
ど
う
あ
れ
、
抵
抗
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
朝
日
新
聞
」
の

し
か
し
、
東
一

議
点
に
な
っ
た
。

日
本
の
代
表
的
な
ク
ォ
リ
テ
ィ
・
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
『
朝
日
新
聞
』
紙
上
に
お
け
る
、
一
九
八
九
～
九
○
年
の
東
欧

報
道
の
表
現
の
推
移
は
、
こ
の
観
点
か
ら
し
て
興
味
深
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
円
卓
会
議
か
ら
六
月
の
自
由
選
挙
、
八
月
の
マ
ゾ
ピ
エ
ッ
キ
政
擢
成
立
の
時
期
、
「
朝
日
新
聞
」
は
、

韓
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桝
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革
命
か
改
革
か
反
革
命
か
？
ｌ
日
本
の
新
聞
と
知
識
人
が
み
た
東
欧
革
命

の
報
道
の
流
れ

東
ア
ジ
ア
の
経
済
大
国
日
本
で
は
、
こ
の
歴
史
的
変
化
を
「
革
命
」
と
よ
ぶ
か
否
か
が
、
一
つ
の
暗
黙
の 障斡《
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し
か
し
、
「
朝
日
新
開
』
の
報
道
で
は
、
こ
の
表
現
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
各
国
自
由
選
挙
か
ら
非
共
産

主
義
政
梅
樹
立
・
市
場
導
入
の
動
き
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
に
い
た
る
過
程
の
多
く
は
、
お
お
む
ね
、
「
激
動
の
八
九

年
」
の
延
長
上
で
の
「
改
革
」
「
民
主
化
」
「
自
由
化
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
東
欧
革
命
の
反
作
用
に
よ
る
九
○
年
二
月

欧
の
「
市
民
革
〈

記
事
も
職
っ
た
。

な
ぜ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
だ
け
が
革
命
か
？

な
ぜ
、
ル
ー
言
一
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
崩
壊
の
時
期
に
、
一
時
的
に
し
ろ
、
「
革
命
」
の
表
現
が
現
れ
た
の

だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
、
日
本
人
の
「
革
命
」
イ
メ
ー
ジ
と
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、
ル
ー
了
一
ア
に
は
暴
力
と
流
血
が
あ
り
、
「
日
本
人
の
安
否
」
が
心
配
さ
れ
る
切
迫
感
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
は
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
、
マ
ル
タ
会
談
以
後

に
残
さ
れ
た
「
東
欧
股
後
の
独
裁
」
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
東
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の
場
合
に
比
し
て
、
あ
る
極
の
期
待
を
こ
め
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
一
○
月

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
名
改
称
の
こ
ろ
か
ら
、
東
欧
の
地
図
が
た
び
た
び
か
か
げ
ら
れ
、
「
民
主
化
の
波
」
が
ど
こ
ま
で
広

こ
れ
を
「
改
革
」
「
民
主
化
」
と
表
現
し
て
い
た
。
「
改
革
」
は
、
日
本
で
は
ゴ
ル
・
ハ
チ
ョ
フ
の
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」

の
訳
語
と
し
て
す
で
に
定
蒲
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
民
主
化
」
と
は
、
四
～
六
月
の
中
国
学
生
の
自
由
を
求
め
る

運
動
を
さ
し
て
使
わ
れ
、
六
月
四
日
の
天
安
門
弾
圧
は
「
民
主
化
の
挫
折
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
共
産
主
義
政
党
内
部
で
の
改
革
派
台
頭
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
境
開
放
、
国
名
・
党
名
の
変
更

ま
で
の
一
連
の
動
き
も
「
改
革
」
と
扱
わ
れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
東
ド
イ
ツ
で
の
旧
指
導
者
失
脚
は
「
政
変
」
と
さ
れ
た
。

二
月
の
東
ド
イ
ツ
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
に
始
ま
る
動
き
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
・
ハ
キ
ア
の
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
誕

生
か
ら
ハ
・
ヘ
ル
大
統
領
誕
生
に
い
た
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
は
、
「
改
革
」
「
政
変
」
「
民
主
化
」
で
あ
る
と
と
も

に
、
「
変
革
の
嵐
」
「
激
動
」
「
激
変
」
で
あ
っ
た
。

『
朝
日
新
聞
」
の
見
出
し
に
「
革
命
」
の
表
現
が
現
れ
る
の
は
、
一
二
月
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
、
ル
Ｉ
マ
｝
一
ア
の
チ

ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
独
裁
崩
壊
を
報
じ
て
で
あ
っ
た
。

一
二
月
二
三
日
、
外
報
部
長
村
上
吉
男
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
政
樋
崩
壊
を
「
達
成
さ
れ
た
東
欧
革
命
」
と
し
て
論
じ

た
。
二
七
日
の
記
事
で
は
、
。
革
命
」
支
え
た
唯
一
の
テ
レ
ビ
局
」
と
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
国
営
テ
レ
ビ
の
果
た
し
た
役

割
を
報
じ
た
．
九
○
年
一
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
変
わ
り
ゆ
く
世
界
」
と
い
う
特
派
員
報
告
の
連
峨
第
一
回
は
「
東

欧
の
『
市
民
革
命
」
新
段
階
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
一
月
五
日
に
は
「
ル
ー
マ
ニ
ア
『
革
命
』
か
ら
二
週
間
」
と
い
う

そ
れ
は
、
一
二
月
末
に
期
待
通
り
に
勃
発
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
テ
ィ
ミ
シ
ョ
ァ
ラ
の
虐
殺
」
「
デ
モ
隊
と
の
銃
撃

戦
」
「
流
血
の
惨
事
」
が
あ
り
、
「
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
夫
妻
処
刑
」
が
あ
っ
た
。
お
ま
け
に
、
「
ル
ー
言
一
ァ
情
勢
で
外

落
胤
碑
渇
碍
憐
勢
Ｓ
ｍ
丹
野
浄
喝
障
弓

が
る
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
一
二
月
末
に
期
」

０

．

■申②



… 鍔理申

は
ら
ま
れ
て
い
た
民
衆
の
能
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ミ
’
一
マ
ム
に
評
価
さ
れ
た
。
「
明
治
維
新
」
と
い
う
天
皇
主
義
的

呼
称
、
時
間
的
・
空
間
的
仕
切
り
に
よ
り
、
一
九
世
紀
半
ば
の
世
界
の
大
変
動
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
の
一
八
四
八
年
革
命
、

中
国
太
平
天
国
の
乱
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
、
イ
ギ
リ
ス
の
第
二
次
選
挙
法
改
正
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
イ
タ
リ

ア
・
ド
イ
ツ
の
建
国
な
ど
と
の
同
時
代
性
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
断
ち
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
加
藤
「
社
会
主
義
の

危
槻
と
民
主
主
蕊
の
再
生
」
参
照
）
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
に
伴
う
体
制
転
換
も
、
一
部
の
憲
法
学
者
が
「
八
月
革
命
」
と
よ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え
、

ア
メ
リ
カ
占
領
皿
に
よ
り
お
し
つ
け
ら
れ
た
「
上
か
ら
の
改
革
」
で
あ
り
、
民
衆
自
身
の
運
動
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
日
本
人
は
、
自
分
自
身
の
力
で
達
成
し
た
主
体
的
・
積
極
的
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
「
革
命
」
を
、
伝
統
の
な
か
に

も
た
な
か
っ
た
。

日
本
で
は
、
民
衆
が
「
革
命
」
を
自
力
で
達
成
し
た
こ
と
は
な
い
。
よ
く
し
ら
れ
た
一
八
六
八
年
の
政
治
変
革
は
、

「
革
命
」
と
同
様
の
効
果
を
持
つ
大
き
な
体
制
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
「
明
治
維
新
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
も
と
も
と

日
本
語
の
「
維
新
」
も
「
革
命
」
も
、
中
国
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
「
維
新
」
は
「
す
べ
て
が
改
ま
り
新
し
く
な
る

こ
と
」
で
あ
る
。
「
革
命
」
は
中
国
古
来
の
天
命
に
よ
る
王
統
の
変
化
を
意
味
し
（
易
姓
革
命
）
、
陰
陽
説
で
は
「
大
変

乱
」
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
、
明
治
以
降
、
西
欧
語
の
「
レ
ポ
リ
ュ
ー
シ
ョ
と
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
（
小
学
館

「
日
本
大
百
科
全
書
」
第
五
巻
、
一
九
八
五
年
の
加
藤
執
筆
「
革
命
」
の
項
、
参
照
）
。

こ
う
し
た
近
代
日
本
の
「
革
命
」
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
規
定
し
た
の
は
、
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
、
一
九

一
七
年
の
戸
シ
ア
革
命
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、
暴
力
的
衝
突
と
流
血
を
伴
う
体
制
変
革
で
あ
り
、
秩
序

破
壊
を
は
ら
ん
だ
短
期
の
「
民
衆
反
乱
」
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
象
が
直
感
的
に
「
革
命
」
と
受
容
さ
れ
た
原
イ
メ

ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
六
月
に
多
く
の
日
本
人
が
テ
レ
ビ
で
追
体
験
し
た
天
安
門
事
件
の
続
編
で
あ
り
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩

壊
や
「
パ
ー
ッ
ラ
フ
広
場
の
ド
プ
チ
ェ
ク
復
権
」
の
報
に
接
し
た
際
と
は
異
な
る
、
「
ス
リ
ル
と
不
安
」
を
伴
っ
た
臨

場
感
の
な
か
に
あ
っ
た
。

務
省
に
対
策
本
部
」
「
日
本
人
記
者
ら
け
が
」
「
邦
人
六
八
人
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
脱
出
」
と
い
う
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
や

航
空
機
事
故
の
報
道
で
お
な
じ
ふ
の
、
「
日
本
人
の
安
否
」
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
（
い
ず
れ
も
「
朝
日
新
聞
』
の
見

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
支
配
的
「
革
命
」
観

民
衆
運
動
の
伝
統
は
脆
弱
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
理
論
・
思
想
の
世
界
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
知
的
影
智
力
が

大
き
か
っ
た
。
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
経
由
で
輸
入
さ
れ
た
ソ
連
・
東
欧
と
同
根
の
「
マ
ル
ク

碧
帆
伸
渇
浮
骨
寺
Ｓ
ｍ
外
野
押
切
曇
っ

日
本
民
衆
に
お
け
る
革
命
の
原
イ
メ
ー
ジ
ー
階
級
闘
争
に
よ
る
暴
力
と
流
血

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
「
革
命
」
の
表
現
は
、
そ
の
後
に
定
蒲
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
献
で
は
、
「
革
命
」
は
、
自
国
民
衆
の
歴
史
的
な
変
革
の
伝
統
と
結
び
つ

い
て
い
る
。
自
国
の
革
命
に
つ
い
て
の
学
術
研
究
も
数
多
く
、
「
比
較
革
命
鏑
」
と
い
っ
た
専
門
領
域
が
確
立
し
て
い

出
し
よ
り
）
。

る
◎

いい、



章、参照）。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
や
政
治
学
に
お
け
る
非
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
箪
命
研
究
、
パ
リ

ン
ト
ン
・
ム
ー
ア
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
ィ
リ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ル
バ
ー
ト
＄
ス
ィ

ー
ダ
・
ス
コ
チ
ポ
ル
ら
の
研
究
は
、
そ
の
ロ
シ
ア
革
命
や
中
国
革
命
へ
の
思
い
入
れ
の
弱
さ
の
ゆ
え
に
、
無
視
さ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
（
中
野
実
「
革
命
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
参
照
）
。

碧
帆
側
渇
浮
骨
昏
Ｓ
ｍ
外
野
沌
崎
嵐
９

だ
が
そ
れ
は
、
い
ず
れ
に
し
ろ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
、
民
主
主
義
革
命
か
ら
社
会
主
義
革

命
へ
、
社
会
主
義
革
命
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
国
家
建
設
、
さ
ら
に
は
共
産
主
義
社
会
へ
の
単
線
的
・
段
階
的
発
展

を
想
定
す
る
も
の
で
、
論
争
の
争
点
は
、
そ
の
ど
の
水
準
に
当
代
日
本
の
階
級
的
配
匠
を
位
睡
づ
け
る
か
で
あ
っ
た
。

ソ
連
や
東
欧
の
よ
う
に
、
「
社
会
主
義
革
命
」
が
す
で
に
達
成
さ
れ
た
、
労
働
者
が
主
人
公
の
は
ず
の
国
で
、
も
う
い

ち
ど
「
革
命
」
が
起
こ
り
う
る
と
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
、
想
像
を
絶
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
「
「
資
本
論
」
に
反
す
る
革
命
」
と
い
う
ロ
シ
ア
革
命
観
や
、
レ
オ
ン
・
ト
ロ
ッ
キ
ー
の

「
歪
め
ら
れ
た
労
働
者
国
家
」
内
で
の
「
第
二
の
補
足
的
革
命
」
の
主
張
は
、
戦
後
期
に
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か

し
、
ソ
連
型
マ
ル
ク
ス
主
義
の
支
配
的
影
響
の
も
と
で
、
グ
ラ
ム
シ
や
彼
の
思
想
を
継
承
し
た
西
欧
型
ネ
オ
・
マ
ル
ク

ス
主
蕊
は
少
数
派
に
留
ま
り
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
は
「
レ
ー
ニ
ン
主
装
の
敵
」
と
い
う
ス
タ
ー
リ
ン
Ⅱ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
時
代

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
（
加
藤
『
ジ
ャ
パ
メ
リ
ヵ
の
時
代
に
」
花
伝
社
、
一
九
八
八
年
、
第
七
・
八

革
命
へ
」
の
二
段
階
に
設
定
す
る
か
は
、
か
つ
て
一
九
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
初
頭
の
日
本
社
会
党
と
日
本
共
産
党

の
間
、
及
び
両
党
内
の
「
綱
領
鎗
争
」
の
鼠
大
の
争
点
の
一
つ
で
あ
り
、
当
時
の
左
翼
知
識
人
た
ち
の
ホ
ッ
ト
な
諭
題

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
革
命
へ
？

日
本
の
「
き
た
る
べ
き
革
命
」
を
、
直
接
の
「
社
会
主
義
革
命
」
と
規
定
す
る
か
「
民
主
主
義
革
命
か
ら
社
会
主
義

日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
支
配
的
な
「
革
命
」
観
と
は
、
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革

命
」
か
、
一
九
一
七
年
十
月
ロ
シ
ア
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
革
命
」
の
、
い
ず
れ
か
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
「
国
家
梅
力
の
階
級
的
性
格
の
転
換
Ⅱ
政
治
革
命
」
や
「
封
建
制
か
ら
資
本
主
羨
、

資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
社
会
構
成
体
の
移
行
Ⅱ
社
会
革
命
」
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
一
方
で
、
日
本
の
明
治
維
新
や
戦
後
改
革
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
」
で
な
か
っ
た

が
ゆ
え
に
、
戦
後
の
高
度
資
本
主
畿
の
も
と
で
も
「
封
建
性
・
前
近
代
性
が
残
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。
他
方
で
、

す
で
に
「
社
会
主
義
革
命
Ⅱ
労
働
者
国
家
樹
立
」
を
達
成
し
た
と
さ
れ
る
ソ
連
や
、
「
人
民
民
主
主
蕊
革
命
」
か
ら

「
社
会
主
蕊
革
命
に
転
化
・
発
展
し
た
」
と
想
定
さ
れ
た
東
欧
・
中
国
の
現
実
が
、
長
く
聖
化
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
の
「
革
命
」
は
、
一
九
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
降
は
「
平
和
的
移
行
」
も
あ
り
う
る
と
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
階
級
対
立
と
階
級
闘
争
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
八
九
年
に
東
欧
で
お
こ
っ
た
事
態
は
、
こ
の
支
配
的
「
革
命
」
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
「
起
こ
っ
て
は
な
ら

な
い
革
命
」
「
階
級
的
説
明
の
不
可
能
な
革
命
」
で
あ
っ
た
。

・３

ス
・
し
Ｉ
ニ
ン
主
駿
」
の
影
響
の
も
と
で
、
「
社
会
主
義
」
を
志
向
し
、
社
会
主
装
国
家
の
樹
立
と
共
産
主
義
社
会
の
実

現
を
究
極
目
標
と
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
「
あ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
の
「
革
命
」
を
、
逆
に
理
想
化
し
が
ち
で
あ
っ

の
間
、
及
討

で
あ
っ
た
．

た
｡



東
欧
市
民
革
命
蹟
と
そ
の
反
響

私
自
身
は
、
①
共
産
党
一
党
独
裁
か
ら
民
主
主
銭
へ
の
政
治
的
力
関
係
の
短
期
の
凝
集
的
転
換
（
政
治
革
命
）
、
②

一
枚
岩
主
銭
か
ら
多
元
主
裟
へ
の
全
社
会
的
規
模
で
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
縄
成
原
理
の
質
的
転
換
（
社
会

革
命
）
、
を
主
た
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
八
九
年
後
半
の
東
欧
に
、
「
革
命
」
を
見
い
だ
し
た
（
「
東
欧
革
命
と
社

革
命
）
、
を

会主義」）。

私
は
、
そ
の
内
容
か
ら
「
民
主
主
義
革
命
」
を
、
そ
の
非
階
級
的
・
主
体
的
担
い
手
か
ら
「
市
民
革
命
」
を
、
そ
の

形
態
と
伝
播
か
ら
「
テ
レ
ビ
時
代
の
連
鎖
的
革
命
」
を
、
そ
の
組
織
の
あ
り
方
と
闘
争
方
法
か
ら
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
円

卓
会
議
に
よ
る
革
命
」
を
、
抽
き
出
し
た
。

そ
し
て
、
私
と
同
様
に
、
東
欧
の
事
態
を
「
市
民
革
命
」
と
受
け
と
め
、
真
正
面
か
ら
論
じ
た
人
々
も
、
い
な
い
わ

日
本
の
い
わ
ゆ
る
議
壊
で
一
定
の
進
歩
的
影
響
力
を
持
つ
、
岩
波
轡
店
発
行
の
雑
誌
『
世
界
』
は
、
私
の
著
醤
「
東

欧
革
命
と
社
会
主
善
と
侭
ぼ
同
時
腱
発
売
さ
れ
た
一
九
九
○
年
四
月
臨
時
号
を
、
累
欧
革
命
ｌ
何
が
起
き
た
の

か
」
と
題
し
た
。
そ
れ
は
、
「
ツ
ァ
イ
ト
』
紙
上
の
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
、
ベ
ル
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
し
た

欧
米
の
瞳
鯛
を
メ
イ
ン
と
し
て
収
録
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
編
集
・
解
脱
し
た
日
本
の
研
究
者
は
、
か
つ
て
の
「
綱
領

競
争
」
に
は
無
縁
な
、
戦
後
生
ま
れ
の
非
マ
ル
ク
ス
主
蕊
政
治
学
者
、
下
斗
米
伸
夫
・
高
橘
進
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
○
○
年
目
に
し
て
、
東
欧
社
会
全
体
が
、
は
じ
め
て
『
市
民
』
革
命
の
成
果
を
渡

得
し
た
」
「
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
政
治
的
変
動
が
、
市
民
の
整
然
と
し
た
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
私
と
軍

け
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
鱈
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
市
民
革
命

も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
は
、
日
本
語
で
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
と
も

「
市
民
革
命
」
と
も
訳
さ
れ
て
き
た
。
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
の
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級

支
配
と
資
本
主
義
発
展
に
道
を
開
い
た
生
産
関
係
Ⅱ
所
有
の
転
換
が
、
「
市
民
革
命
」
の
場
合
に
は
、
そ
の
担
い
手
が

封
建
的
身
分
秩
序
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
市
民
社
会
の
構
成
員
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
た
。
私
や
他
の
論
者
が
、

東
欧
革
命
を
「
市
民
革
命
」
と
呼
ぶ
と
き
、
後
者
の
系
譜
で
の
「
市
民
社
会
の
形
成
」
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、

欧
米
政
治
学
の
革
命
研
究
で
、
リ
ジ
ョ
イ
ら
が
、
外
敵
に
対
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
国
民
革
命
」

と
の
対
比
で
国
内
の
敵
に
対
す
る
「
シ
ピ
ル
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
市
民
革
命
」
と
呼
ぶ
用
法
と
は
、
異
な
っ
て
い

る
（
言
宛
昌
凰
戻
も
冨
一
常
．
尉
閣
鳥
爵
旦
騨ｇ
青
き
雷
．
留
帰
．
后
君
も
．
震
）
。

政
治
学
者
栗
原
彬
が
、
．
九
八
九
年
東
ド
イ
ツ
革
命
を
通
し
て
基
謁
低
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
私
た
ち
こ
そ
が
人
民
だ
』
と
い
う
主
弧
に
込
め
ら
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
自
己
確
盟
の
切
実
さ
」
に
注
目
し
、

そ
れ
を
担
っ
た
狙
織
が
「
ツ
リ
ー
（
樹
木
）
型
政
党
」
で
は
な
く
「
リ
ゾ
ー
ム
（
地
下
茎
）
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」

の
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ
る
点
を
強
潤
し
た
の
も
、
私
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
円
卓
会
溌
型
の
革
命
」
と
い
う
見
方

蕊
胤
憾
遍
鱒
憐
昏
Ｓｍ
併
啓
即
咽
函
岳
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自
由
民
主
党
へ
の
助
け
船

政
党
政
治
レ
ベ
ル
で
は
、
ち
ょ
う
ど
九
○
年
二
月
に
第
三
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
、
各
政
党
は
、
東

欧
革
命
に
敏
感
に
反
応
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
選
挙
の
中
心
的
争
点
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
党
の

勝
利
（
前
回
八
五
議
席
↓
一
三
六
議
席
）
、
自
民
党
の
議
席
減
と
は
い
え
予
想
外
の
過
半
数
維
持
（
三
○
○
↓
二
七
五
）
、

公
明
（
五
六
↓
四
五
）
・
民
社
（
二
六
↓
一
四
）
・
共
産
党
（
二
七
↓
一
六
）
の
後
退
と
い
う
結
果
に
、
間
接
的
に
作
用

大
会
で
は
、
「
現
代
社
会
主

で
の
三
人
の
報
告
は
享
受

だ
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。

と
相
通
じ
て
い
た
（
栗
原
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
大
本
教
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
臨
時
増
刊
・
変

容
す
る
社
会
主
義
」
一
九
九
○
年
六
月
二
○
日
）
。

公
明

した。
日
本
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
伝
統

と
こ
ろ
が
、
私
の
本
や
「
世
界
」
の
特
集
と
同
じ
一
九
九
○
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
宮
島
直
幾
・
南
塚
信
吾
網
の

購
談
社
現
代
新
樹
は
、
「
東
欧
改
革
』
と
題
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
一
九
八
九
年
の
変
革
過
程
を
、
各
国
別
に
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
改
革
」
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
改
革
」
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
改
革
」
と
追
い
か
け
な
が
ら
、
ル
ー
言
一
ァ
に
つ
い
て

だ
け
は
、
「
ル
ー
言
一
ア
の
『
革
命
筐
と
、
カ
ッ
コ
つ
き
の
「
革
命
」
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ル
ー
マ
ニ
ア
だ
け
が
流
血
を
帯
び
た
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
『
朝
日
新
聞
」
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
こ
の
本
が
主
と
し
て
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
薔
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

日
本
の
歴
史
学
に
は
、
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
が
強
く
残
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
○
年
五
月
の
歴
史
学
研
究
会

大
会
で
は
、
「
現
代
社
会
主
義
に
お
け
る
民
主
主
義
」
の
部
会
が
設
け
ら
れ
ソ
連
・
東
欧
の
変
化
が
扱
わ
れ
た
が
、
そ
こ

で
の
三
人
の
報
告
は
「
革
命
」
規
定
を
さ
け
て
い
た
。
私
自
身
、
何
人
か
の
歴
史
学
者
か
ら
「
革
命
と
見
る
の
は
疑
問

「
歴
史
学
研
究
」
誌
上
に
は
、
東
ド
イ
ツ
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
、
一
九
八
九
年
は
ヨ
民
族
』
「
統
二
と
い
う

稗
マ
ン
主
義
的
熱
狂
」
に
よ
る
も
の
で
「
革
命
で
も
民
主
化
で
も
な
か
っ
た
」
と
す
る
薗
者
も
現
れ
た
（
星
乃
治
彦

。
革
命
」
の
没
落
と
統
一
ド
イ
ツ
の
未
来
」
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
九
○
年
一
○
月
）
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
統
的
「
革
命
」
観
に
固
執
す
れ
ば
、
「
唯
物
史
観
」
と
は
逆
の
方
向
性
を
持
っ
た
東
欧
革
命
は
、

３
東
欧
革
命
と
日
本
の
政
党
政
泊

蕊
帆
悼
渇
弾
憐
奇
Ｓ
ｍ
外
ｓ
即
咽
算
３ 嵐α傘
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総
選
挙
で
も
「
自
由
社
会
の
勝
利
」
「
社
会
体
制
の
選
択
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
っ
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な
争
点

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
選
挙
で
は
予
想
外
の
過
半
数
蟻
席
を
渡
得
し
、
海
部
首
相
は
、
夏
の
軽
井
沢
党
セ
ミ
ナ
ー
の
演

脱
で
は
、
東
欧
訪
問
の
さ
い
「
連
帯
」
の
ワ
レ
サ
議
長
か
ら
直
接
「
第
二
の
日
本
に
な
り
た
い
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
て
、
「
ソ
連
へ
の
援
助
」
を
贈
る
余
裕
を
熟
せ
た
（
同
九
月
号
）
。

も
う
一
つ
の
中
道
政
党
、
公
明
党
も
、
「
仏
法
民
主
主
義
」
と
と
も
に
「
人
間
性
社
会
主
義
」
を
、
綱
領
に
掲
げ
て

き
た
．
総
選
挙
で
の
後
退
後
、
九
○
年
四
月
の
第
二
八
回
党
大
会
で
は
、
や
は
り
綱
領
を
見
直
し
て
「
社
会
主
義
」
で

は
な
く
「
中
道
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。
同
年
二
月
の
第
二
九
回
大
会
で
は
、
し
か

し
綱
領
改
訂
ま
で
は
到
ら
ず
、
さ
し
あ
た
り
政
策
的
に
自
民
党
と
の
連
立
政
権
を
認
め
る
路
線
が
と
ら
れ
た
。

一
九
八
九
年
東
欧
革
命
は
、
民
社
・
公
明
両
党
に
「
社
会
主
義
」
的
色
彩
を
払
拭
す
る
よ
う
に
迫
り
、
「
社
公
民
」
路

線
か
ら
「
自
公
民
」
路
線
へ
の
転
換
を
強
い
る
こ
と
に
よ
り
、
参
議
院
で
す
で
に
過
半
数
を
失
っ
て
い
た
自
由
民
主
党

に
有
利
に
働
い
た
。
事
実
、
湾
岸
戦
争
へ
の
多
国
籍
軍
援
助
九
○
億
ド
ル
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
は
民
社
・
公
明
両
党

の
賛
成
で
辛
う
じ
て
国
会
を
の
り
き
っ
た
。

「
国
家
主
義
的
社
会
主
義
の
も
と
で
の
共
産
党
一
党
独
裁
崩
壊
」
は
、
日
本
で
は
、
「
複
数
政
党
制
と
自
由
選
挙
に
も

と
づ
く
ソ
フ
ト
な
一
党
独
裁
」
の
延
命
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

総
選
挙
直
前
、
一
九
九
○
年
一
月
二
○
日
の
自
由
民
主
党
第
五
二
回
大
会
で
の
海
部
総
裁
（
首
相
）
の
挨
拶
で
は
、

「
共
産
主
裟
の
恐
怖
政
治
、
社
会
主
義
的
統
制
経
済
の
非
効
率
、
そ
の
中
か
ら
皆
が
自
由
と
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の

価
値
を
目
標
に
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
名
前
か
ら
社
会
主
義
と
い
う
文
字
を
は
ず
し
て
し
ま
っ
た
国

が
あ
り
ま
す
」
「
今
日
の
世
界
の
流
れ
は
、
自
由
と
民
主
主
義
、
そ
し
て
市
場
経
済
と
い
っ
た
我
々
の
選
ん
だ
価
値
と

体
制
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
「
劇
的
な
変
化
」
を
特
徴
づ
け
た
（
『
自
由
民
主
』
九
○
年

「
社
公
民
」
か
ら
「
自
公
民
」
へ

民
社
党
は
、
も
と
も
と
社
会
党
か
ら
分
か
れ
た
右
派
社
会
民
主
主
銭
の
政
党
で
あ
り
、
社
会
主
銭
イ
ン
タ
ナ
シ
圓
ナ

ル
の
一
員
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
九
九
○
年
が
、
結
党
三
○
年
に
あ
た
っ
た
。
総
選
挙
で
の
敗
北
後
、
四
月
の
第
三

五
回
党
大
会
で
は
、
「
共
産
主
銭
の
崩
壊
」
を
確
認
し
た
。
「
反
共
産
主
義
」
を
党
是
と
し
て
結
党
し
た
同
党
に
と
っ
て
、

支
配
政
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
は
、
無
論
、
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
崩
壊
」
を
声
高
に
叫
ん
で
、
前
年
参
議
院
選

挙
で
の
与
野
党
逆
転
、
リ
ク
ル
ー
ト
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
消
費
税
導
入
で
不
利
に
な
っ
て
い
た
状
況
を
、
相
殺
し
よ
う

れた。
三月号）。

と
し
た
。

押
糯
發
購
１
脚
ｆ
舗
職
ｒ
堀

斡
岡
働
渇
浮
緋
蹄
ｅ
ｍ
掛
客
坤
輯
陣
３ 嵐の②
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日
本
社
会
党
の
歴
史
的
特
殊
性

日
本
社
会
党
は
、
民
社
党
と
同
様
に
社
会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
一
員
で
あ
る
が
、
党
内
に
は
、
多
く
の
非
共

産
党
マ
ル
ク
ス
主
蕊
者
が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
日
本
社
会
党
が
、
日
本
共
産
党
か
ら
分
か
れ
た
人
々
を
も
含
め

て
、
一
九
五
五
年
に
結
成
さ
れ
た
事
澗
に
由
来
す
る
。

社
会
（
民
主
）
主
義
政
党
の
な
か
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
共
産
党
が
成
立
し
、
今
日
ま
た
共
産
主
装
政
党
が
社
会
民

主
主
義
に
復
帰
・
再
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
反
対
に
、
戦
前
日
本
の
社
会
（
民
主
）
主
義
政
党
は
、
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
支
部
日
本
共
産
党
の
成
立
（
一
九
一
三
年
）
の
後
に
、
共
産
主
装
運
動
か
ら
離
れ
た
勢
力
を
も
含
め
て
結

成
さ
れ
た
。
戦
後
の
日
本
社
会
党
も
、
当
初
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ペ
ー
ス
に
し
た
左
派
が
強
力
で
、
ソ
連
や
中
国
・
北

朝
鮮
と
の
緊
密
な
関
係
を
日
本
共
産
党
と
の
間
で
競
い
あ
っ
た
り
し
た
時
期
さ
え
あ
っ
た
。

日
本
社
会
党
は
、
「
資
本
主
義
を
廃
し
、
社
会
主
義
を
断
行
し
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
期
す
」
と
宣

言
し
て
結
成
さ
れ
た
（
一
九
五
五
年
）
。
綱
領
は
左
派
主
導
で
つ
く
ら
れ
、
「
共
産
主
義
を
克
服
し
て
民
主
的
に
平
和
の

う
ち
に
社
会
主
義
革
命
を
遂
行
す
る
」
こ
と
が
唱
わ
れ
た
。
一
九
六
四
年
の
綱
領
的
文
雷
「
日
本
に
お
け
る
社
会
主
義

の
道
」
で
は
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
の
「
修
正
資
本
主
義
や

の
道
」
で
は
、
社
会
主
義
イ
ン
《

改
良
主
義
」
を
批
判
し
て
い
た
。

党
の
内
実
は
、
総
評
系
労
働
組
合
に
強
く
依
存
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
合
い
の
マ
ル
ク
ス
主
義

者
・
非
マ
ル
ク
ス
主
銭
者
を
含
む
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
っ
た
が
、
党
規
約
に
は
、
日
本
共
産
党
と
同
じ
「
民
主
集
中
制
」

が
入
っ
て
い
た
。
社
会
党
員
で
あ
り
な
が
ら
，
社
会
民
主
主
義
を
「
シ
ャ
ミ
と
と
軽
蔑
す
る
織
論
さ
え
聞
か
れ
た
。

事
実
、
党
の
英
語
名
は
、
一
九
五
五
年
の
結
党
時
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ

社
会
民
主
主
義
政
党
へ
の
転
換
は
可
能
か
？

し
か
し
、
日
本
社
会
党
は
、
一
九
八
○
年
の
公
明
党
と
の
合
意
や
八
二
年
の
「
新
路
線
」
で
、
ソ
連
型
社
会
主
装
モ

デ
ル
を
脱
皮
し
、
社
会
民
主
主
義
へ
の
転
換
を
開
始
し
て
い
た
。
一
九
八
六
年
に
採
択
さ
れ
た
「
新
宣
言
」
は
、
「
社

会
民
主
主
義
」
と
い
う
表
現
こ
そ
使
わ
な
か
っ
た
が
、
は
っ
き
り
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
民
主
主
義
政
党
型
の
改
革
路
線

に
転
換
し
、
「
ニ
ュ
ー
社
会
党
」
と
い
わ
れ
た
。
た
だ
し
＄
そ
こ
で
は
、
一
九
八
九
年
革
命
さ
な
か
に
つ
く
ら
れ
た
社

会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
や
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
ペ
ル
リ
ン
綱
領
の
よ
う
な
、
エ
コ
ロ
ジ

ー
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
提
起
を
真
正
面
か
ら
う
け
と
め
、
経
済
成
長
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
い
直
し
、
「
新
し
い

社
会
運
動
」
と
連
携
し
て
い
く
方
向
は
、
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
宣
言
（
一
九
五
一
年
）
や
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
．
ハ
ー
ド
・
ゴ
ー
デ
ス
ペ
ル
ク
綱
領
（
一
九
五
九
年
）
の

「
国
民
的
政
樋
政
党
」
「
混
合
経
済
」
の
水
準
を
、
三
○
年
遅
れ
て
追
い
か
け
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
新
宣
言
」
を
土
台
に
、
委
員
長
に
女
性
の
土
井
た
か
子
を
選
出
し
、
一
九
八
九
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
草

の
根
市
民
運
動
型
の
フ
ー
ュ
ー
社
会
党
ブ
ー
ム
」
を
ま
き
お
こ
し
大
躍
進
し
て
い
た
こ
と
が
、
東
欧
革
命
の
影
響
を
、

必
ず
し
も
不
利
に
し
な
い
条
件
と
な
っ
た
．
事
実
、
九
○
年
二
月
衆
議
院
選
挙
で
は
、
社
会
党
は
ひ
き
つ
づ
き
曜
進
し
、

斡
削
緯
渇
浮
憐
砕
Ｓｍ
丹
野
押
噌
面
３

ぬい、



コ
ミ
ン
テ
ル
ン
的
伝
統
の
崩
壇
と
日
本
共
産
党

東
欧
革
命
の
負
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
共
産
党
で
あ
っ
た
。
日
本
共
産
党
は
、

八
九
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
自
民
党
が
敗
北
し
社
会
党
が
躍
進
し
た
さ
い
に
も
、
中
国
天
安
門
事
件
の
影
審
を
受
け
て
、

議
席
・
得
票
と
も
大
幅
に
減
ら
し
て
い
た
。

日
本
共
産
党
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
内
部
で
ソ
連
や
中
国
の
共
産
党
と
論
争
し
て
き
た
「
自
主
独
立
の
立
場
」
を

強
調
し
て
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
が
、
東
欧
革
命
後
の
九
○
年
総
選
挙
は
、
議
席
・
得
票
数
．

得
票
率
の
す
べ
て
で
、
大
き
な
敗
北
と
な
っ
た
。
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
や
チ
ャ
ゥ
シ
ェ
ス
ク
政
横
の
打
倒
を
歓
迎

す
る
姿
勢
も
熟
せ
た
が
、
そ
れ
は
選
挙
民
に
通
用
し
な
か
っ
た
．

有
樋
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
世
界
全
体
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
以
来
の
共
産
主
義
運
動
が
崩
壊
し
、
「
ポ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
』
一

ズ
ム
」
の
方
向
に
動
い
て
い
る
時
に
、
「
自
由
と
民
主
主
銭
の
た
め
に
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
た
た
か
っ
て
き
た
」
と
自

党
の
「
正
し
さ
」
を
誇
示
し
、
「
科
学
的
社
会
主
義
」
や
「
民
主
集
中
制
」
を
唱
え
焼
け
る
同
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

で
閉
鎮
的
・
一
枚
岩
的
体
質
や
、
八
○
歳
を
こ
え
る
宮
本
顕
治
溌
長
が
長
期
に
党
指
導
に
君
臨
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま
中
国
や
東
欧
諸
国
の
共
産
党
の
独
裁
と
二
重
写
し
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

無
醗
、
日
本
共
産
党
は
、
東
欧
革
命
を
「
革
命
」
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
ソ
連
・
東
欧
や
中
国
を
「
生
成
期
」
で
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
「
社
会
主
裟
」
「
革
命
勢
力
」
と
混
め
「
同
志
的
に
連
帯
」
し
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。
ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
樋
と
は
、
そ
の
「
自
主
独
立
」
外
交
を
高
く
評
価
し
て
長
く
緊
密
な
友
好
関
係
を
保
ち
、

革
命
直
前
の
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
大
会
に
も
「
同
志
」
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
代
表
を
派
過
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

同
党
が
中
心
に
な
っ
て
絹
集
し
た
「
新
絹
・
社
会
科
学
辞
典
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
九
年
二
月
）
で
は
、
「
革

蕩
胤
働
渇
浮
僻
砕
Ｓｍ
外
野
即
嶋
障
曹 ■『◎

一
九
八
九
年
東
欧
革
命
は
、
日
本
社
会
党
の
「
社
会
主
義
革
命
」
を
め
ざ
す
共
同
戦
線
党
か
ら
「
社
会
民
主
主
義
的
改

良
」
政
党
へ
の
シ
フ
ト
を
完
成
さ
せ
る
、
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
。

九
○
年
四
月
の
第
五
五
回
党
大
会
が
、
そ
の
完
成
の
場
で
あ
っ
た
。
運
動
方
針
で
は
、
東
欧
革
命
を
次
の
よ
う
に
分

析
し
た
。
「
『
脱
冷
戦
」
と
い
う
新
し
い
現
実
を
誕
生
さ
せ
た
東
欧
の
市
民
た
ち
の
改
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
共
産
主
義

政
党
の
長
期
に
わ
た
る
一
党
独
裁
体
制
を
揺
る
が
せ
、
自
由
と
公
正
、
共
生
と
連
帯
、
人
樋
と
民
主
主
義
を
基
本
価
値

と
す
る
社
会
民
主
主
義
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」
「
社
会
民
主
主
装
は
い
ま
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
大
き
な
ベ

ル
ト
地
帯
を
形
成
し
、
一
二
世
紀
に
向
か
う
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
（
「
月
刊
社
会
党
』
一
九

九
○
年
六
月
臨
時
増
刊
）
。
土
井
委
員
長
は
、
「
日
本
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
道
の
創
造
」
を
う
た
い
あ
げ
た
。
規

約
か
ら
は
「
社
会
主
蕊
革
命
の
達
成
」
や
「
民
主
集
中
制
」
を
削
除
し
、
「
社
会
民
主
主
鍍
の
選
択
」
を
明
示
し
た
。

英
霞
の
党
名
は
、
再
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
へ
と
戻
さ
れ
た
。

し
か
し
、
日
本
社
会
党
の
社
会
民
主
主
義
政
党
化
の
こ
の
表
面
的
完
成
は
、
い
わ
ゆ
る
「
新
社
会
党
ブ
ー
ム
」
の
持

繍
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
二
万
八
○
○
○
人
の
党
員
で
一
七
○
○
万
票
の
支
持
・
国
会
職
員
二
○
○
人
以
上

を
保
持
し
て
い
る
党
の
組
織
的
体
質
に
は
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
民
主
主
裟
も
、
土
井
委
員
長

が
跨
示
す
る
ほ
ど
に
順
風
万
帆
で
は
あ
り
え
な
い
。
一
九
八
九
・
九
○
年
選
挙
で
の
社
会
党
剛
進
は
、
む
し
ろ
自
民
党

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
失
点
に
寄
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
秩
序
の
巨
大
な
変
化
に
直
面
し
て
の
社
会
党
の
「
政
梅
政

党
」
へ
の
試
練
は
、
む
し
ろ
先
送
り
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
九
一
年
春
の
地
方
選
挙
で
は
「
ブ
ー
ム
」
が
さ

り
、
自
民
党
の
大
勝
を
許
し
て
、
再
び
路
線
と
組
織
の
再
建
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｉ



ズ
」
と
緒
に
さ
れ
ず
と
も
あ
る

の
左
翼
民
主
党
へ
の
変
身
は
日

党

Ｉ

チ

の

「

新

思

考

」

も

階

級

闘

争

を

党
租
織
０
つ
’
て
も
以
来
の
民
主
集
中
制
」
を
堅
持
し
八
一
鼠
の
高
本
園
長
を

再
適
し
異
歯
老
ｉ
は
「
日
和
見
主
蕊
」
と
う
力
貼
ら
れ
７
し
力
し
党
大
会
を
前
Ｉ
Ｌ
７
槻
関
紙
上

て
の
討
錨
で
は
れ
ま
て
Ｉ
な
く
多
数
の
指
導
部
批
判
や
路
線
批
判
力
ふ
き
ず
し
党
大
会
後
は
現
職
地
方
幽
員
で
党

を
躍
れ
る
者
力
現
れ
る
了
と
東
欧
革
命
力
同
党
内
Ｌ
も
深
刻
な
動
揺
と
打
悪
を
与
え
ず
と
を
裏
凹
し
ず

日
本
共
産
党
は
自
己
改
革
の
絶
好
の
チ
ス
逸
す
と
’
よ
て
袋
ｊ
路
Ｉ
迫
込
室
れ
ナ
カ
に
見
え 胸『“

命
」
を
、
「
古
い
経
済
的
社
会
構
成
体
を
新
し
い
経
済
的
社
会
構
成
体
に
か
え
る
こ
と
（
社
会
革
命
）
、
と
く
に
一
階
級

な
い
し
賭
階
級
か
ら
、
他
の
一
階
級
な
い
し
賭
階
級
に
国
家
梱
力
が
移
動
す
る
こ
と
（
政
治
革
命
）
」
と
規
定
し
て
い

た
。
「
東
欧
の
激
動
」
を
「
革
命
」
と
認
め
る
こ
と
は
、
同
党
の
い
う
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
理
競
体
系
の
破
産
を

意
味
し
た
。

一
九
九
○
年
七
月
の
日
本
共
産
党
第
一
九
回
大
会
決
議
に
よ
れ
ば
、
「
東
欧
の
激
変
」
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
・
ブ
レ
ジ
ネ

フ
型
の
政
治
・
経
済
体
制
と
そ
の
覇
権
主
義
的
な
お
し
つ
け
の
破
綻
」
で
あ
り
、
「
こ
れ
ま
で
社
会
主
義
を
名
乗
っ
て
き

た
政
権
や
党
の
失
敗
」
で
は
あ
っ
た
。
日
本
共
産
党
は
、
「
科
学
的
社
会
主
義
の
原
則
と
自
主
独
立
の
立
場
」
か
ら
ソ

連
●
東
欧
・
中
国
な
ど
の
路
線
を
批
判
し
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
複
数
政
党
制
や
自
由
選
挙
を
も
認
め
る
政
策
を
「
自

由
と
民
主
主
装
の
宣
言
」
（
一
九
七
六
年
）
な
ど
で
公
け
に
し
て
き
た
の
で
「
少
し
も
そ
の
基
本
的
内
容
を
訂
正
す
る

必
要
は
な
い
」
。
レ
ー
ニ
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
の
後
の
政
策
は
正
し
か
っ
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
や
プ
レ
ジ
ネ
ブ
に
よ

り
歪
曲
さ
れ
た
社
会
主
義
が
崩
壊
し
た
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
『
前
衛
」
一
九
九
○
年
九
月
臨
時
増

刊
一
｡こ

う
し
た
日
本
共
産
党
の
見
方
に
対
し
て
は
、
日
本
社
会
の
民
主
化
の
た
め
の
函
要
勢
力
と
し
て
共
産
党
に
期
待
し

て
き
た
知
職
人
た
ち
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
注
文
が
よ
せ
ら
れ
た
が
（
松
岡
英
夫
・
有
田
芳
生
縞
『
日
本
共
産

党
へ
の
手
紙
』
教
育
史
料
出
版
会
、
一
九
九
○
年
六
月
）
、
党
指
導
部
は
聞
く
耳
を
も
た
な
か
っ
た
。
逆
に
、
私
な
ど

が
主
張
し
た
「
東
欧
民
主
革
命
」
論
や
「
党
組
織
の
民
主
化
」
を
求
め
る
提
言
を
「
反
共
攻
撃
」
と
決
め
つ
け
、
か
た

チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
て
袋
小
路
へ

社
会
主
義
の
危
機
か
、
再
生
か
、
終
轟
か
？

政
党
政
治
の
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
ぱ
な
れ
」
の
も
と
で
、
一
九
八
九
年
末
か
ら
九
○
年
に
か
け
て
、
左
派
知
職

人
の
な
か
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
融
飴
が
あ
っ
た
。

日
本
の
大
学
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
の
マ
ル
ク
ス
主
装
的
潮
流
の
強
さ
は
、
欧
米
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
革

命
」
を
聖
化
し
、
ソ
連
や
東
欧
に
「
社
会
主
義
の
未
来
」
を
見
い
だ
し
て
き
た
人
々
の
多
く
は
、
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
。

鼬
岡
側
渇
碍
侍
寺
ｅ
、
丹
野
浄
輯
旬
〕

る
｡

４
マ
ル
ク
ス
主
義
は
死
ん
だ
か
？



面『←

日
本
共
産
党
や
日
本
社
会
党
に
近
い
知
識
人
た
ち
は
、
「
激
動
」
と
か
「
変
動
」
と
か
「
民
主
化
」
と
評
価
す
る
に
と

ど
め
、
「
革
命
」
と
よ
ぶ
こ
と
を
注
意
深
く
さ
け
た
。
大
部
分
の
マ
ル
ク
ス
主
装
者
は
、
ち
ょ
う
ど
、
「
社
会
主
義
的
民

主
主
蕊
」
を
求
め
て
「
わ
れ
わ
れ
こ
そ
は
人
民
だ
！
」
と
さ
け
ぶ
革
命
の
原
動
力
に
な
り
な
が
ら
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」

開
放
後
は
「
わ
れ
わ
れ
は
一
つ
の
民
族
だ
！
」
と
い
う
民
衆
の
統
一
志
向
に
圧
倒
さ
れ
て
少
数
派
に
転
落
す
る
、
東
ド

イ
ツ
の
知
織
人
や
芸
術
家
と
似
た
、
ア
ン
ピ
．
ハ
レ
ン
ト
な
気
分
を
味
わ
っ
た
。

『
文
藝
春
秋
」
一
九
九
○
年
二
月
号
に
登
場
し
た
、
七
人
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
に
よ
る
「
マ
ル
ク
ス
は
死
ん
だ
の

か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
は
、
そ
う
し
た
気
分
を
代
表
し
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
そ
こ
に
は
含

ま
れ
て
い
た
が
、
共
通
す
る
の
は
、
一
党
独
裁
政
治
と
極
度
に
中
央
集
樋
的
経
済
体
制
を
持
つ
「
ソ
連
型
社
会
主
義
」

な
い
し
「
ス
タ
ー
リ
ン
的
社
会
主
義
」
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
れ
は
も
と
も
と
マ
ル
ク
ス
の
想
定
し
た
社
会
主
義
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
「
ソ
連
型
社
会
主
義
の
崩
壊
」
は
社
会
主
義
一
般
の
崩
壊
で
は
な
く
、
「
社
会
主
義

の
危
機
」
で
は
あ
る
が
「
再
生
の
条
件
」
で
も
あ
る
こ
と
、
そ
の
「
再
生
」
の
た
め
に
は
西
欧
社
会
民
主
主
義
の
経
験

に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
「
資
本
主
義
の
勝
利
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
で

あ
っ
た
（
斎
藤
精
一
郎
弓
ル
ク
ス
は
死
ん
だ
の
か
」
）
。

自
己
批
判
す
る
マ
ル
キ
ス
ト

無
麓
、
賊
実
な
マ
ル
キ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
「
一
九
八
九
年
革
命
」
の
勃
発
を
誕
め
、
自
己
批
判
的
に
格
闘
す
る

無
麓
、
賊
実
な

人
盈
も
存
在
し
た
。

左
派
知
識
人
た
ち
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
肘
競

一
九
九
○
年
一
二
月
に
発
足
し
た
ヲ
オ
ー
ラ
ム
９
０
ｓ
」
の
な
か
で
の
討
論
は
、
日
本
の
左
派
知
識
人
の
東
欧
革

蕊
側
悼
渇
坪
併
砕
Ｓ
ｍ
外
野
沌
塒
再
苫

そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
、
岩
田
昌
征
（
「
社
会
主
義
・
資
本
主
義
・
複
数
主
義
」
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
一
九
八
九

年
二
月
）
、
西
村
可
明
（
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
新
経
済
改
革
シ
ス
テ
ム
の
展
望
」
「
季
刊
窓
」
二
号
、
一
九
八
九
年
冬
）

や
私
の
『
東
欧
革
命
と
社
会
主
装
」
は
、
「
社
会
主
義
の
全
般
的
危
機
」
を
語
っ
た
が
、
左
派
の
な
か
か
ら
も
、
「
社
会

主
義
の
終
焉
」
を
語
る
人
食
が
現
れ
た
．
私
の
九
○
年
七
月
の
著
窃
が
「
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
装
の
再
生
』
と

題
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
一
二
月
刊
の
い
い
だ
も
も
の
著
番
は
『
社
会
主
蕊
の
終
焉
と
資
本
主
義
の
破
局
」
（
社
会

評
議
社
）
と
題
さ
れ
て
い
た
。

化
革
命
」

年二月）。

命
筐
と
特
徴
づ
け
た
（
「
八
九
年
革
命
・
覚
櫓
」
『
季
刊
窓
」
四
号
、
一
九
九
○
年
夏
）
．

平
田
清
明
は
「
東
欧
市
民
革
命
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
Ｉ
」
と
題
し
て
、
ヨ
レ
ク
ト
ロ
・
一
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
パ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
拡
大
Ｅ
Ｃ
統
一
市
場
完
成
過
程
と
軌
を
共
に
す
る
社
会
的
政
治
的
変
動
」
「
こ

れ
ま
で
「
社
会
主
義
」
と
自
称
し
て
き
た
党
Ⅱ
国
家
体
制
の
停
滞
性
が
、
寄
生
性
の
ふ
で
な
く
創
造
的
破
壊
性
に
よ
っ

て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
資
本
主
装
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
前
に
敗
退
し
た
」
と
し
た
（
「
経
済
評
論
」
一
九
九
○
年
一
○
月
）
。

「
悩
況
」
誌
上
で
は
、
歴
史
家
長
尾
久
が
‘
「
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
は
民
主
民
族
革
命
で
あ
る
」
と
そ
の
「
各
民
族

の
歴
史
の
復
樋
」
に
注
目
し
、
経
済
学
者
石
塚
省
二
は
、
私
の
「
テ
レ
ビ
時
代
の
連
鎖
的
革
命
」
規
定
を
含
む
「
情
報

化
革
命
」
的
見
方
を
批
判
し
な
が
ら
、
「
知
職
人
革
命
」
「
資
本
主
義
化
革
命
」
の
側
面
に
注
意
を
促
し
た
（
一
九
九
一

上
島
武
は
、
そ
れ
を
「
革
命
理
輪
な
き
革
命
」
「
革
命
党
な
き
革
命
」
で
あ
り
、
『
労
働
者
革
命
な
ら
ぬ
「
市
民
革

Ｉ



主
義
」
と
題
す
る
一
五
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
連
政
さ
れ
た
（
後
に
同
題
の
書
物
と
な
る
、
新
興
出
版
社
、
一
九
九
○

年
二
月
）
。
そ
こ
で
の
読
点
は
、
①
共
産
党
独
裁
な
ど
現
存
社
会
主
義
の
民
主
主
義
の
欠
如
、
②
市
場
を
欠
い
た
国

有
化
中
心
・
中
央
指
令
型
計
画
経
済
の
失
敗
、
③
憤
報
化
・
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
技
術

革
新
の
遅
れ
、
④
そ
の
失
敗
の
起
源
は
ス
タ
ー
リ
ン
か
、
レ
ー
’
一
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
そ
の
も
の
か
、
マ
ル
ク
ス
に
も
問

題
が
あ
っ
た
の
か
？
⑤
共
産
主
義
と
社
会
民
主
主
義
の
歴
史
的
分
裂
は
終
わ
っ
た
か
？
⑥
社
会
主
義
の
自
壊
は
資

本
主
義
の
勝
利
を
意
味
す
る
か
？
⑦
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
、
欧
米
で
の
議
論
と
大
き
く

異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
い
わ
ゆ
る
「
論
壇
」
の
中
心
に
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
経
営
者
に
も
影
響
を
持
つ
「
文
謹
春
秋
」
や
「
中

央
公
論
」
は
、
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
崩
壊
」
を
論
じ
た
。
「
世
界
は
変
わ
っ
た
ｌ
社
会
主
銭
の
終
篤
に
西
側
は

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
」
「
ソ
連
独
裁
放
棄
へ
の
長
い
道
の
り
」
と
い
う
論
調
が
支
配
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
東

欧
・
ソ
連
の
行
方
や
社
会
主
義
に
つ
い
て
よ
り
も
、
そ
の
国
際
関
係
的
意
味
、
と
り
わ
け
日
本
経
済
へ
の
影
響
が
ホ
ッ

ト
な
論
点
で
、
「
ポ
ス
ト
・
マ
ル
タ
の
世
界
」
「
東
欧
支
援
ｌ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」
「
冷
戦
は
ま

だ
終
わ
ら
な
い
」
「
共
産
圏
の
崩
壊
と
日
米
経
済
摩
擦
」
「
日
本
経
済
は
沈
ま
な
い
」
な
ど
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
踊
っ
て

命
認
識
の
諸
相
を
凝
集
し
た
縮
図
で
あ
っ
た
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
東
ド
イ
ツ
の
「
新
フ
ァ
Ｉ
ラ
ム
」
を
想
起
さ
せ
る
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
組
織
の
結
成
に
は
、
左
派
の
知
識
人
・
運
動
家
八
百
人
近
く
が
、
日
本
に
根
強
い
従
来
の
理
論
的
・
党
派

的
対
立
を
超
え
て
、
一
同
に
会
し
た
。
そ
こ
に
は
、
私
や
平
田
清
明
の
よ
う
に
「
東
欧
市
民
革
命
」
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

評
価
す
る
者
か
ら
、
「
社
会
主
装
の
倫
理
的
敗
北
」
（
堀
川
哲
）
や
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
的
崩
壊
」
（
土
井
淑
平
）

を
認
め
る
者
、
「
資
本
主
装
に
向
か
う
革
命
」
を
見
い
だ
す
者
（
石
塚
省
二
）
、
「
来
る
べ
き
第
三
段
階
の
大
衆
反
乱
型

革
命
」
を
な
お
志
向
す
る
者
（
贋
松
渉
）
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
ロ
ー
カ
ル
な
市
民
運
動
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
者

ま
で
が
含
ま
れ
、
「
新
し
い
主
体
的
解
放
の
知
の
枠
組
糸
」
を
求
め
て
、
活
発
な
討
輪
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
共
通
方
向
は
、
未
だ
「
人
類
の
生
存
と
地
球
の
保
全
の
た
め
に
、
日
本
と
世
界
の
各
地
に
芽
生
え
つ
つ
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
と
連
帯
し
て
、
私
た
ち
が
直
面
す
る
危
織
を
主
体
的
に
解
決
し
搾
取
な
き
新
し
い
世
界
を
櫛
想
す
る
」

（
発
足
総
会
宣
言
）
段
階
に
留
ま
る
が
、
日
本
の
社
会
主
義
．
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
的
伝
統
の
文
脈
で
は
、
新
し
い
再

生
の
賦
糸
で
あ
り
実
験
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
「
社
会
主
蕊
・
共
産
主
装
の
崩
壊
」
「
資
本
主
義
の
勝
利
」
は
、
多
分
に
ム
ー
ド
的
な
も
の
で
、
財
界
人

や
保
守
派
の
学
者
の
な
か
で
も
、
「
資
本
主
義
の
勝
利
」
を
謡
歌
す
る
競
者
は
、
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
「
朝
日
新
聞
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、
三
菱
総
合
研
究
所
の
牧
野
昇
は
、
『
社
会
主
袈
体
制
だ
か
ら

起
こ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
に
競
争
が
組
染
込
ま
れ
ず
、
一
党
支
配
の
独
裁
政
樋
が
長
く
統
い
た
体
制
に
よ
る
も

璃
胤
侭
濁
坪
憐
野
Ｓ
ｍ
外
野
沌
崎
周
司

資
本
主
義
は
膳
利
し
た
の
か
？

「
社
会
主
義
は
死
ん
だ
の
か
？
」
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
『
朝
日
新
聞
」
九
○
年
四
・
五
月
に
、
『
ど
う
な
る
社
会

い
た
０ ５

日
本
型
企
業
社
会
に
と
っ
て
の
東
欧
革
命

Ｉ

再『の
”叫斡腱郡映粍嚇拠
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↑

は

力

く

る

は

な

も

力

と

警

告

す

万

国

』

を
も
７
な
し
体
制
は
長
鋭
き
し
な
も
』
の
久
証
し

も
刑
も
航
空
運
賃
や
タ
ク
〆
料
金
な
と
を
統
制
す
る
官
瞭
組
織
の
あ
り

財

利

益

の

判
Ｌ
さ
ら
さ
れ
る
丁
能
性
し
て
３
国
際
的
に
は
「
地
球
環
境
問
題
を
て

力

さ

る

う

わ

Ｌ

民

間口画

の
な
の
か
を
分
析
す
べ
き
で
す
」
「
資
本
主
義
に
も
問
題
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
」
と
慎
重
だ
っ
た
。
小
松
製
作
所
会

長
・
経
団
連
副
会
長
の
河
合
良
一
は
、
「
従
来
の
非
常
に
厳
格
な
社
会
主
義
に
代
わ
り
、
資
本
主
義
の
市
場
経
済
シ
ス
テ

ム
等
を
取
り
入
れ
た
社
会
民
主
主
義
的
な
体
制
は
、
依
然
と
し
て
残
る
」
と
答
え
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
東
欧
・
ソ
連

の
経
験
を
、
日
本
語
で
言
う
「
他
山
の
石
」
と
し
て
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。

主
要
に
諭
じ
ら
れ
た
。

「
社
会
主
義
の
ゲ
ッ
ト
ー
化
」

だ
が
、
稲
盛
の
危
倶
し
た
日
本
に
お
け
る
拝
金
主
義
・
経
済
主
義
の
蔓
延
は
、
東
欧
革
命
の
受
容
自
体
の
な
か
に
耐

実
は
貫
か
れ
て
い
た
．
「
民
主
主
義
革
命
」
「
市
民
革
命
」
「
民
衆
の
力
」
な
ど
政
治
的
民
主
主
義
に
関
わ
る
議
論
が
深

く
展
開
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
政
局
で
は
自
民
党
の
「
複
数
政
党
制
の
も
と
で
の
自
由
選
挙
に
よ
る
ソ
フ
ト
な
一
党
独

裁
」
が
継
綻
し
、
「
計
画
経
済
の
失
敗
」
「
ソ
連
・
東
欧
の
技
術
革
新
の
遅
れ
・
モ
ノ
不
足
」
と
い
う
経
済
的
側
面
が
、

経
営
者
の
ひ
き
だ
し
た
教
訓

そ
れ
で
は
、
日
本
の
経
営
者
は
、
東
欧
革
命
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
引
き
出
し
た
の
か
？
京
セ
ラ
会
長
稲
盛
和

夫
の
諭
文
「
こ
の
ま
霞
で
は
資
本
主
義
も
ダ
メ
に
な
る
ｌ
共
産
主
義
の
崩
壊
か
ら
日
本
人
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
？
」

今
ボ
イ
ス
」
一
九
九
○
年
五
月
号
）
は
、
こ
の
点
で
典
型
的
で
あ
る
。

稲
盛
に
よ
れ
ば
、
「
東
欧
に
お
け
る
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
」
を
「
共
産
主
義
に
対
す
る
自
由
主
蕊
、
資
本
主
蕊
の

勝
利
、
も
し
く
は
計
画
経
済
の
破
綻
と
市
場
経
済
の
勝
利
と
い
う
よ
う
に
だ
け
考
え
て
は
な
ら
な
い
」
「
そ
こ
に
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
別
の
切
口
と
は
、
一
つ
は
人
間
社
会
の
基
本
要
棄
と
し
て
の
鯛
神
性
の
軽
視
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は

民
衆
の
力
の
再
確
浬
で
あ
る
。
」

第
一
の
「
精
神
性
の
軽
視
」
と
は
、
「
人
は
パ
ン
の
染
に
て
生
く
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
の
こ
と
で
、
ソ
連
経
済
が
革

命
当
初
の
崇
高
な
使
命
感
を
喪
失
し
て
モ
ラ
ル
の
低
下
、
経
済
主
義
的
ノ
ル
マ
達
成
、
梅
力
主
義
的
労
働
統
制
に
お
ち

い
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
資
本
主
蕊
の
も
と
で
も
「
売
ら
ん
が
た
め
の
低
俗
迎
合
、
物
欲
、
消
費
欲
の
あ
お
り
立
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
金
が
す
べ
て
と
い
う
拝
金
主
義
の
蔓
延
」
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
「
日
本
で
も
大
学
の
理
工
系
を
出

て
金
融
や
証
券
業
界
に
就
職
す
る
人
が
噸
え
…
…
苦
労
の
多
い
モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
を
避
け
る
傾
向
」
に
注
目
し
、

とする。
や
や
長
く
紹
介
し
た
稲
盛
の
こ
の
議
論
は
、
財
閥
系
企
業
集
団
に
対
抗
す
る
ペ
ン
チ
ャ
ー
企
業
経
営
者
の
立
場
か
ら

で
は
あ
る
が
、
東
欧
革
命
の
本
質
的
一
面
を
、
鋭
く
読
染
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
、
理
由
が
あ
っ
た
。
戦
後
四
五
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
日
本
資
本
主
蕊
が
超
高
速

薯
胤
側
渇
押
骨
身
Ｓ
ｍ
骨
審
池
墹
両
忍

卯職轌膓酔諏蒔●篭他唖簿悠が哉究》●謎いふ



蝿

ソ
連
・
中
国
や
東
欧
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
①
所
得
の
相
対
的
平
等
、
②
国
有
化
中
心
で
は
な
く
市
場
原

理
中
心
で
あ
り
な
が
ら
通
産
省
の
行
政
指
導
ｌ
ソ
フ
ト
な
計
画
経
済
ｌ
で
経
済
成
長
し
て
き
た
こ
と
、
③
集
団
主

斡
側
側
渇
浮
偶
砂
Ｓ
ｍ
丹
罫
津
崎
忌
閏

失
敗
の
対
極
に
、

つ
く
り
だ
し
た
。

ソ
連
・
東
欧
の
「
日
本
に
学
べ
」

し
か
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
連
帯
」
の
ワ
レ
サ
議
長
が
「
第
二
の
日
本
に
な
り
た
い
」
と
述
べ
た
り
、
ソ
連
や
東
欧
の

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
「
日
本
経
済
に
学
び
た
い
」
と
大
挙
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
む
し
ろ
社
会
主
義
経
済
の

失
敗
の
対
極
に
、
日
本
経
済
の
成
功
が
あ
る
か
の
よ
う
な
、
一
国
繁
栄
主
義
的
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
風
潮
を

一
九
八
九
年
東
欧
革
命
は
、
日
本
の
「
社
会
主
義
ぱ
な
れ
」
を
促
進
し
た
．
第
一
次
オ
イ
ル
。
シ
国
ヅ
ク
期
に
は
一

○
％
い
た
社
会
主
義
志
向
の
青
年
は
、
八
○
年
代
末
に
二
％
ま
で
減
少
し
て
い
た
が
、
東
欧
革
命
は
、
そ
れ
を
一
％
と

い
う
完
全
な
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
春
調
査
に
お
け
る
政
党
支
持
と
の
ク
ロ
ス

で
は
、
社
会
党
支
持
者
（
全
体
の
一
○
・
五
％
）
の
四
割
、
共
産
党
支
持
者
（
全
体
の
一
・
二
％
）
の
二
割
は
「
現
体

制
の
ま
ま
」
と
答
え
、
「
社
会
主
義
体
制
」
志
向
は
、
社
会
党
支
持
者
中
の
三
・
六
％
、
共
産
党
支
持
者
中
の
七
・
二
％

に
す
ぎ
な
い
。
私
が
「
日
本
に
お
け
る
社
会
主
義
の
ゲ
ッ
ト
ー
化
」
と
呼
ん
で
き
た
趨
勢
の
、
完
成
で
あ
る
。

逆
に
「
資
本
主
義
が
よ
ど
と
い
う
答
え
は
、
一
九
五
八
年
に
は
一
般
国
民
の
な
か
で
さ
え
一
二
％
で
「
社
会
主

義
」
以
下
で
あ
っ
た
が
、
六
三
年
に
一
九
％
と
「
社
会
主
義
」
を
お
い
こ
し
、
七
三
年
は
石
油
危
機
直
前
の
革
新
自
治

体
高
揚
期
で
一
七
％
で
あ
っ
た
が
、
八
五
年
の
学
生
潤
査
で
は
二
○
％
、
八
九
年
鯛
査
で
は
三
○
％
と
、
蔚
実
に
増
加

％
、
八
九
年
Ⅱ
四
％
）
。

逆
に
「
資
本
主
義
が
．

義
」
以
下
で
あ
っ
た
が
、

決
鶉
蕊
か
つ
い
て
い
た
。

再鈎◎

の
経
済
成
長
を
遂
げ
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
経
済
的
超
大
国
に
な
り
あ
が
る
過
程
で
、
日
本
の
民
衆
愈
識
の
う
え
で
の

「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
敗
北
」
「
自
由
主
義
・
資
本
主
義
の
勝
利
」
は
、
東
欧
革
命
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
す
で
に

文
部
省
統
計
数
理
研
究
所
の
「
日
本
の
国
民
性
』
調
査
で
の
「
社
会
主
義
が
よ
ど
と
い
う
答
え
は
、
一
九
五
八
年

Ⅱ
三
四
％
、
六
三
年
Ⅱ
一
五
％
、
七
三
年
Ⅱ
一
四
％
と
減
っ
て
き
た
（
七
三
年
以
降
の
デ
ー
タ
は
無
し
）
。
同
じ
設
問

で
の
私
の
調
査
で
は
、
一
般
的
に
革
新
意
識
が
強
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
学
生
た
ち
（
一
橘
大
学
学
生
）
の
な
か
で
さ

え
、
八
○
年
代
に
さ
ら
に
落
ち
込
糸
、
八
九
年
の
天
安
門
事
件
直
前
の
謁
査
で
は
、
五
％
を
割
っ
た
（
八
五
年
Ⅱ
二

世
陰
の
「
社
会
主
義
ぱ
な
れ
」
の
完
成

こ
の
歴
史
的
傾
向
を
、
更
に
ク
リ
ア
ー
に
示
し
て
い
る
の
は
、
日
本
生
産
性
本
部
が
、
一
九
七
○
年
以
来
、
新
入
社

い
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ど
う
い
う
社
会
を
望
染
ま
す
か
」
と
質
問
し
て
、
「
現
体
制
の
ま
ま
」
「
改
良
さ
れ
た
体

制
」
「
社
会
主
義
体
制
」
「
ど
う
で
も
い
と
か
ら
選
択
さ
せ
る
方
式
の
答
え
を
歴
年
で
グ
ラ
フ
化
す
る
と
、
表
３
の
よ

う
に
な
る
。

「
民
主
主
義
が
よ
い
」
や
「
自
由
主
裟
が
よ
ど
と
い
う
答
え
は
、
も
ち
ろ
ん
「
資
本
主
戦
が
よ
ど
よ
り
高
く
な

り
、
「
共
産
主
墾
」
へ
の
拒
否
観
は
、
「
社
会
主
義
」
に
対
し
て
よ
り
も
い
っ
そ
う
強
く
な
る
（
詳
し
く
は
、
加
藤
『
ジ

ャ
パ
メ
リ
カ
の
時
代
に
』
花
伝
社
、
一
九
八
八
年
、
第
二
章
、
参
照
）
。

し
て
き
た
。

員
に
対

て
お
こ
な
っ
て
き
た
「
働
く
こ
と
の
意
識
調
査
』
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
「
日
本
の
社
会
は
資
本
主
装
社
会
と

Ｉ



実
は
、
日
本
の
民
衆
の
な
か
に
も
、
こ
う
し
た
経
済
主
義
的
で
傲
慢
な
受
容
を
、
促
す
条
件
が
あ
っ
た
。
一
九
八
九

年
に
日
本
で
流
行
し
た
の
は
、
強
壮
ド
リ
ン
ク
剤
リ
ゲ
イ
ン
の
「
二
四
時
間
た
た
か
え
ま
す
か
、
は
る
か
世
界
で
た
た

か
え
ま
す
か
、
ジ
ャ
・
ハ
ニ
ー
ズ
・
ピ
ジ
ネ
ス
マ
と
と
い
う
、
軍
歌
調
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ソ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
東
欧

革
命
の
さ
な
か
、
一
九
八
九
年
二
一
月
に
行
わ
れ
た
、
日
本
の
朝
日
新
聞
と
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ス
社
に
よ
る
共
同
世
論

葵
帆
働
渇
穿
偶
辱
Ｓ
ｍ
外
野
坤
咽
鹿
野

る
｡ 「

大
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
」
！
ｌ
経
済
主
義
的
受
容

こ
う
し
た
風
潮
の
も
と
で
は
、
例
え
ば
、
野
村
証
券
社
長
田
淵
義
久
の
一
九
九
○
年
年
頭
式
辞
の
よ
う
に
、
日
本
経

済
の
将
来
を
．
ハ
ラ
色
に
描
く
も
の
が
現
れ
る
の
も
、
不
可
避
で
あ
っ
た
。
い
わ
く
、

「
世
界
に
起
こ
っ
て
い
る
大
変
革
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
大
砲
よ
り
●
ハ
タ
ー
、
つ
ま
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
エ
コ
ノ
ミ

ー
が
世
界
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
．
…
．
．
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
」
（
「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
○
年
一
月
五
日
）
。

つ
ま
り
、
東
欧
革
命
を
日
本
型
多
国
籍
企
業
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
と
ら
え
る
、
あ
く
な
き
蓄
積
精
神
で
あ

ら
は
、
ソ
連
の
い
わ
ゆ
る
「
シ
ャ
タ
ー
リ
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
た
ず
さ
わ
っ
た
（
凌
星
光
「
社
会
主
義
と
資
本
主

装
』
ご
ま
轡
房
、
一
九
九
○
年
三
月
、
Ｓ
・
プ
ラ
ギ
ン
ス
キ
ー
＆
Ｖ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ド
コ
ー
「
ソ
連
経
済
の
歴
史
的
転
換

は
な
る
か
」
癖
談
社
現
代
新
啓
、
一
九
九
一
年
、
Ａ
・
ミ
リ
ュ
ー
コ
フ
「
日
本
経
済
に
学
べ
」
朝
日
文
庫
、
一
九
九
一

年
、
な
ど
参
照
）
。

褒８●社会体創竃幽の抱移
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義
と
労
資
協
調
を
ペ
ー
ス
に
し
た
高
い
生
産
性
・
効
率
的

サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
な
ど
を
挙
げ
て
「
日
本
こ
そ
本
当
の
社
会

主
義
国
だ
」
と
唱
え
る
も
の
さ
え
現
れ
た
。

も
し
も
こ
れ
ら
が
「
本
当
の
社
会
主
義
」
の
指
標
た
り

う
る
な
ら
ば
、
私
な
ら
、
「
多
党
制
自
由
選
挙
の
も
と
で

の
自
民
党
の
一
党
独
裁
」
を
も
、
そ
の
指
標
に
加
え
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
Ｉ

そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
彼
ら
は
、
当
面
す
る
「
国

営
企
業
の
民
営
化
」
「
市
場
経
済
導
入
と
企
業
家
精
神
育

成
、
生
産
性
向
上
」
の
た
め
に
は
、
欧
米
型
資
本
主
義
か

ら
よ
り
も
、
国
家
主
導
で
進
ん
で
き
た
日
本
資
本
主
蕊
の

発
展
過
程
に
学
ぼ
う
と
し
、
と
り
わ
け
、
明
治
の
近
代
化

（
官
業
払
い
下
げ
！
）
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
復

興
、
中
曽
根
内
閣
の
冠
電
・
国
鉄
民
営
化
の
経
験
に
関
心

を
示
し
た
。

彼
ら
は
、
ソ
連
・
東
欧
と
長
く
交
流
し
て
き
た
マ
ル
ク

ス
主
義
学
者
や
左
派
系
労
働
組
合
の
主
袈
に
耳
を
傾
け
る

よ
り
も
、
官
僚
や
経
営
者
、
右
派
系
エ
コ
ノ
．
、
、
ス
ト
の
助

l
l
q

算の帥



ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
よ
り
年
五
百
時
間
も
多
く
働
き
、
「
過
労
死
」
ま
で
生
柔
出
し
て
い
な
が
ら
、
労
働

紐
合
さ
え
「
日
本
経
済
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
鯛
歌
し
、
「
兎
小
屋
の
働
き
中
謹
」
が
改
ま
る
き
ざ
し
は
な
い
。

多
く
の
ア
ジ
ア
人
労
働
者
が
入
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
底
辺
に
追
い
や
ら
れ
、
異
質
排
除
の
文
化
が
支
配
的
で

あ
る
。
海
外
旅
行
者
が
年
一
千
万
人
を
突
破
し
、
東
欧
に
も
多
く
の
ツ
ア
ー
が
で
か
け
た
が
、
民
衆
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ

ト
し
共
感
し
て
く
る
よ
り
も
‘
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
の
か
け
ら
を
ギ
フ
ト
と
し
て
買
い
あ
さ
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

要
Ｈ
脚
渇
坪
舛
砕
ｅ
ｍ
外
客
坤
唱
角
蟹

日
本
企
業
の
海
外
直
接
投
資
は
世
界
一
と
な
っ
た
が
、
軍
事
的
・
外
交
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
鰯
け
て
い
る
。

東
欧
・
ソ
連
へ
の
援
助
・
投
資
が
欧
米
に
比
べ
て
小
さ
い
の
は
、
東
欧
経
済
の
混
乱
や
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
将
来
に
危
倶
を
い
だ
き
、
経
済
コ
ス
ト
を
計
算
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
東
欧
・
ソ
連
の
市
場
経
済
化
と
外
資

導
入
が
進
行
し
、
安
定
し
た
市
場
が
現
れ
た
な
ら
ば
、
巨
額
の
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ネ
ー
を
投
下
す
る
可
能
性
も
残
し
て
い

エ》。 「
対
岸
の
火
事
」
ｌ
受
動
的
受
容

東
欧
革
命
に
対
す
る
こ
う
し
た
経
済
主
義
的
な
反
応
は
、
東
西
冷
戦
の
終
焉
、
ド
イ
ツ
統
一
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
秩

序
形
成
、
日
米
経
済
摩
擦
と
構
造
鯛
整
、
湾
岸
戦
争
勃
発
と
い
っ
た
世
界
簡
勢
の
重
要
な
変
化
に
対
し
て
も
、
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

政

治

的

自

由

」

四

八

％

五

六

％

四

○

％

三

八

％

「
生
活
水
準
の
向
上
」
三
○
％
二
五
％
四
一
％
五
三
％

「
失
敗
し
た
共
産
主
義
の
放
棄
」
一
七
％
一
七
％
八
％
七
％

そ

の

他

、

無

答

五

％

二

％

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
多
く
が
、
東
欧
民
衆
の
「
政
治
的
自
由
」
へ
の
熱
望
を
競
糸
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
人
の
方
は
、
経
済
生
活
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
青
年
闇
に
お
い
て
顕
著
で
、
日
本

の
若
者
の
多
く
は
、
日
本
の
「
豊
か
さ
」
と
の
対
比
で
「
東
欧
の
民
衆
は
貧
し
い
か
ら
た
ち
あ
が
っ
た
」
と
考
え
、
ア

メ
リ
カ
の
若
者
は
、
ア
メ
リ
カ
的
価
値
の
中
核
で
あ
る
「
自
由
の
た
め
の
抵
抗
」
と
し
て
東
欧
に
共
感
し
た
の
で
あ
る
。

稲
盛
和
夫
が
危
倶
し
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
「
人
は
パ
ン
の
糸
に
て
生
く
る
に
あ
ら
ず
」
の
精
神
が
、
弱
い
の
で
あ
る
。

澗
査
の
次
の
項
目
は
、
日
本
の
普
通
の
人
々
の
東
欧
革
命
の
受
け
と
め
方
を
、
ア
メ
リ
カ
人
と
の
対
比
で
、
蝋
的
に
示

し
て
い
た
。

問
い
「
東
欧
の
人
々
が
豆

答
え
（
％
）

「
自
分
の
手
で
政
府
を
選
ぶ

６
歴
史
は
そ
れ
で
も
動
く

「
東
欧
の
人
々
が
一
番
求
め
て
い
る
の
は
、
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

（
％
）
米
国
平
均
米
国
一
八
１
二
四
歳
日
本
平
均

日
本
二
○
～
二
四
歳

再頃や

り
、
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「
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ァ
ッ
プ
」
に
代
わ
る
「
夢
」
は
、
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
経
済
成
長
の
犠
牲
に
さ

れ
て
き
た
「
恒
久
平
和
」
や
「
民
主
主
義
と
人
権
」
に
も
な
り
う
る
は
ず
だ
が
、
あ
る
い
は
、
「
地
球
環
境
保
護
」
や

「
脱
物
質
的
価
値
」
へ
と
新
た
な
ド
リ
ー
ム
を
構
成
し
う
る
は
ず
だ
が
、
戦
後
の
日
本
で
は
、
政
治
的
民
主
化
は
ミ
ニ

マ
ム
に
抑
え
ら
れ
た
ま
ま
、
経
済
的
欲
望
と
充
足
の
糸
が
マ
キ
シ
マ
ム
に
肥
大
し
て
き
た
。
国
家
も
国
民
も
新
時
代
の

方
向
感
覚
を
喪
失
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
＄
現
代
日
本
の
閉
塞
が
あ
る
。

こ
の
「
ド
リ
ー
ム
の
喪
失
」
が
、
同
時
に
、
世
界
社
会
に
お
け
る
『
経
済
一
流
、
政
治
は
三
流
」
の
立
場
、
日
本
企

業
内
部
の
ヴ
ァ
ィ
タ
リ
テ
ィ
の
減
退
、
「
新
人
類
」
と
よ
ば
れ
る
若
者
た
ち
の
刹
那
的
消
費
ブ
ー
ム
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
股
計
の
不
安
定
を
、
生
糸
出
し
て
き
て
い
る
。

戦
後
の
一
時
期
、
日
本
に
お
い
て
も
、
「
社
会
主
義
」
は
「
見
果
て
ぬ
夢
」
の
一
つ
で
あ
り
え
た
。
そ
の
「
社
会
主

蕊
」
は
、
日
本
資
本
主
義
の
成
功
と
ソ
連
・
東
欧
の
失
敗
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
吸
引
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
「
恒
久

平
和
」
や
「
民
主
主
義
」
、
「
人
櫓
」
や
「
市
民
革
命
」
は
な
お
、
「
見
果
て
ぬ
夢
」
の
候
補
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
の
リ
ス
ト
に
残
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
反
原
発
、
第
三
世
界
と
の
連
帯
な
ど
も
、

最
近
で
は
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
新
た
な
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
加
え
た
も
の
と
し
て
、
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
が
ふ
り
か
え
ら
れ
る
日

が
、
日
本
に
も
く
る
か
ど
う
か
？
そ
れ
は
し
か
し
、
日
本
と
世
界
の
民
衆
自
身
が
、
決
定
し
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
４
Ｅ
釧
郡
・
・
Ｊ
Ｊ
１
Ｔｐ

政
府
・
企
業
・
民
衆
レ
ベ
ル
に
共
通
す
る
こ
の
よ
う
な
思
考
・
行
動
・
ハ
タ
ー
ン
が
、
東
欧
革
命
に
よ
っ
て
切
り
開
か

れ
た
世
界
史
の
新
し
い
段
階
で
、
新
た
な
障
害
に
つ
き
あ
た
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
転
換
期

の
意
味
が
十
分
に
識
訟
さ
れ
な
い
ま
ま
、
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
多
国
籍
軍
へ
の
九
○
徳
ド
ル
（
一

人
一
万
円
！
）
扱
助
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
東
欧
革
命
へ
の
日
本
の
対
応
の
い
ま
一
つ
の
遮
要
な

特
徴
、
「
対
岸
の
火
事
」
と
し
て
の
非
主
体
的
・
受
動
的
受
容
が
あ
る
。

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
社
会
で
支
配
的
な
感
性
、
「
日
本
的
経
営
」
を
支
え
自
民
党
長
期
政
栴
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
心
性
今
ン
タ
リ
テ
）
は
、
民
衆
の
歴
史
へ
の
受
動
性
と
保
身
性
、
現
実
追
随
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
生
活
保

守
主
義
」
と
よ
ば
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
一
九
八
八
年
ま
で
東
欧
民
衆
に
よ
っ
て
も
共
有

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
後
半
か
ら
東
欧
で
は
反
対
物
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
欧
の
民
衆
が
一

九
八
八
年
に
常
識
と
し
て
い
た
も
の
は
、
八
九
年
末
に
は
過
去
に
な
っ
て
い
た
。
八
九
年
春
に
「
見
果
て
ぬ
夢
」
と
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、
一
年
後
に
は
現
実
と
な
っ
た
。

東
欧
革
命
は
、
「
対
岸
」
に
お
い
て
で
あ
れ
、
日
本
の
民
衆
に
も
「
歴
史
は
動
き
う
る
」
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

ド
リ
ー
ム
の
喪
失
が
も
た
ら
し
た
も
の

戦
後
初
期
の
日
本
人
に
も
、
か
つ
て
は
ド
リ
ー
ム
Ⅱ
「
夢
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
夢
」
と
は
、
「
恒
久
平
和
」
「
民
主

主
義
と
入
梅
」
で
あ
り
、
「
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
」
「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
」
で
あ
っ
た
。
今
日
「
フ
レ
ク
シ

ブ
ル
な
資
本
主
蕊
」
と
評
価
さ
れ
る
日
本
資
本
主
蕊
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
夢
」
を
求
め
て

の
勤
勉
と
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
物
質
主
義
的
意
味
で
の
「
夢
」
は
、
今
日
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
た
。
一
人

海
外
投
資
国
に
な
っ
た
。

薯
胤
伺
渇
卸
骨
砂
Ｓ
ｍ
外
野
浄
噌
Ｈ
母 閏韓②

＃
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叩
叶
悌
一

篝「
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ァ
ッ
プ
」
に
代
わ
る
「
夢
」
は
、
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
経
済
成
長
の
機
牲
に
さ

れ
て
き
た
「
恒
久
平
和
」
や
「
民
主
主
義
と
人
横
」
に
も
な
り
う
る
は
ず
だ
が
、
あ
る
い
は
、
「
地
球
環
境
保
護
」
や

「
脱
物
質
的
価
値
」
へ
と
新
た
な
ド
リ
ー
ム
を
構
成
し
う
る
は
ず
だ
が
、
戦
後
の
日
本
で
は
、
政
治
的
民
主
化
は
ミ
ニ

マ
ム
に
抑
え
ら
れ
た
ま
ま
、
経
済
的
欲
望
と
充
足
の
承
が
マ
キ
シ
マ
ム
に
肥
大
し
て
き
た
。
国
家
も
国
民
も
新
時
代
の

方
向
感
覚
を
喪
失
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
現
代
日
本
の
閉
塞
が
あ
る
。

こ
の
「
ド
リ
ー
ム
の
喪
失
」
が
、
同
時
に
、
世
界
社
会
に
お
け
る
「
経
済
一
流
、
政
治
は
三
流
」
の
立
場
、
日
本
企

業
内
部
の
ヴ
ァ
ィ
タ
リ
テ
ィ
の
減
退
、
「
新
人
類
」
と
よ
ば
れ
る
若
者
た
ち
の
刹
那
的
消
費
ブ
ー
ム
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
設
計
の
不
安
定
を
、
生
染
出
し
て
き
て
い
る
。

戦
後
の
一
時
期
、
日
本
に
お
い
て
も
、
「
社
会
主
義
」
は
「
見
果
て
ぬ
夢
」
の
一
つ
で
あ
り
え
た
。
そ
の
「
社
会
主

義
」
は
、
日
本
資
本
主
義
の
成
功
と
ソ
連
・
東
欧
の
失
敗
で
、
イ
デ
オ
陣
ギ
ー
的
吸
引
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
「
恒
久

平
和
」
や
「
民
主
主
蕊
」
、
「
人
樋
」
や
「
市
民
革
命
」
は
な
お
、
「
見
果
て
ぬ
夢
」
の
候
補
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
の
リ
ス
ト
に
残
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
反
原
発
、
第
三
世
界
と
の
連
帯
な
ど
も
、

最
近
で
は
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
新
た
な
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
加
え
た
も
の
と
し
て
、
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
が
ふ
り
か
え
ら
れ
る
日

が
、
日
本
に
も
く
る
か
ど
う
か
？
そ
れ
は
し
か
し
、
日
本
と
世
界
の
民
衆
自
身
が
、
決
定
し
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。

海
外
投
資
国
に
な
っ
た
。

ド
リ
ー
ム
の
喪
失
が
も
た
ら
し
た
も
の

戦
後
初
期
の
日
本
人
に
も
、
か
つ
て
は
ド
リ
ー
ム
Ⅱ
「
夢
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
夢
」
と
は
、
「
恒
久
平
和
」
「
民
主

主
義
と
人
権
」
で
あ
り
、
「
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
」
「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
犠
式
」
で
あ
っ
た
。
今
日
「
フ
レ
ク
シ

ブ
ル
な
資
本
主
義
」
と
評
価
さ
れ
る
日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
夢
」
を
求
め
て

の
勤
勉
と
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
物
質
主
義
的
意
味
で
の
「
夢
」
は
、
今
日
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
た
．
一
人

政
府
・
企
業
・
民
衆
レ
ベ
ル
に
共
通
す
る
こ
の
よ
う
な
思
考
・
行
動
．
〈
タ
ー
ン
が
、
東
欧
革
命
に
よ
っ
て
切
り
開
か

れ
た
世
界
史
の
新
し
い
段
階
で
、
新
た
な
障
害
に
つ
き
あ
た
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
転
換
期

の
意
味
が
十
分
に
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
、
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
多
国
籍
軍
へ
の
九
○
億
ド
ル
（
一

人
一
万
円
！
）
援
助
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
こ
に
、
東
欧
革
命
へ
の
日
本
の
対
応
の
い
ま
一
つ
の
重
要
な

特
徴
、
「
対
岸
の
火
事
」
と
し
て
の
非
主
体
的
・
受
動
的
受
容
が
あ
る
。

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
社
会
で
支
配
的
な
感
性
、
「
日
本
的
経
営
」
を
支
え
自
民
党
長
期
政
権
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
心
性
今
ン
タ
リ
テ
）
は
、
民
衆
の
歴
史
へ
の
受
動
性
と
保
身
性
、
現
実
追
随
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
生
活
保

守
主
義
」
と
よ
ば
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
一
九
八
八
年
ま
で
東
欧
民
衆
に
よ
っ
て
も
共
有

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
後
半
か
ら
東
欧
で
は
反
対
物
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
欧
の
民
衆
が
一

九
八
八
年
に
常
職
と
し
て
い
た
も
の
は
、
八
九
年
末
に
は
過
去
に
な
っ
て
い
た
。
八
九
年
春
に
「
見
果
て
ぬ
夢
」
と
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、
一
年
後
に
は
現
実
と
な
っ
た
。

東
欧
革
命
は
、
「
対
岸
」
に
お
い
て
で
あ
れ
、
日
本
の
民
衆
に
も
「
歴
史
は
動
き
う
る
」
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
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⑥卓、拠価賎帥』心世
方
に
関
わ
る
飴
文
を
収
録
し
た
。

第
四
章
は
、
前
著
『
東
欧
革
命
と
社
会
主
善
の
韓
国
語
版
畠
自
巳
慰
属
淳
＄
の
［
天
地
出
返
ゞ
患
ｇ
）
に
寄

せ
た
、
韓
国
の
読
者
の
た
め
の
序
文
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
、
神
奈
川
大
学
人
文
学
会
「
人
文
研
究
」
一
○
八
号
（
一

九
九
○
年
三
一
月
）
に
、
一
度
発
表
さ
れ
て
い
る
．

第
五
章
は
、
一
九
九
一
年
七
月
の
第
七
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本
研
究
学
会
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）
、
同
年
九
月
の
第
六

回
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
日
本
研
究
学
会
（
ペ
ル
リ
と
の
報
告
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
、
も
と
も
と
英
語
で
起
稿
さ
れ
、
英
語
で
は

自
蔚
〕
砦
昌
の
將
呵
胃
８
目
目
鳳
昏
⑱
患
霊
両
儲
厨
日
両
昌
◎
罵
胃
”ｇ
ｏ
言
座
目
息
菩
曾
己
隠
置
き
震
ミ
ミ
ミ
普
爵
一

驚
愚
鼠
言
一
．
鶴
ゞ
旨
．
貝
皆
画
風
岳
圏
）
と
し
て
、
日
本
語
で
は
暴
刊
窓
」
八
号
（
一
九
九
一
年
夏
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る
。
英
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
来
日
中
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ソ
教
授
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
デ
ュ
ー
ク
大
学
・
日
本
史
）
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

第
六
章
は
、
そ
の
二
つ
の
国
際
学
会
の
印
象
記
で
あ
り
、
『
季
刊
窓
』
第
一
○
号
（
一
九
九
一
年
冬
）
に
発
表
し

た
も
●
の
に
、
若
干
の
手
を
加
え
た
。

第
Ⅲ
部
に
は
、
前
著
「
東
欧
革
命
と
社
会
主
羨
』
へ
の
批
判
と
反
響
を
受
け
て
、
東
欧
革
命
の
日
本
て
②
受
肘
と
斑
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